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B.自 由 研 究
野生豆長頬のディスクレパンシーに関する研究
近藤信太朗 (岡山大 ･歯)
近年,ディスクレパンシー (歯と顎骨の不調
和)による不正校合が問題になっている｡この現
象は人類文化の発達と進化の矛盾を背泉として生
じた一種の文明病と考えられている (井上ら,19
86)｡瀬戸口(1987)はディスクレバソシーが飼育
環境下に置かれたことのない野生サル掛こみられ
ることを報告している｡昨年度は野生サル塀の校
合では犬歯が重要との観点から性益を検討した｡
本年度は犬歯に関連する形態 (CIP'コンプレッ
クス)に若目してディスクパンシーの解析を試み
た｡材料はオ1)-ブコロブス (Cv),アカコロブ
ス (Cb),キングコロブス (Cp)のメス各25頭の
骨格標本である｡歯列と攻合状態を祝祭し,歯列
長径 ･幅径,歯冠近遠心径を計測した｡
1)吹合状怨
コロブス塀では切歯部の校合は下顎前突または
切端校合である｡しかし,犬歯より後方での校合
は近遠心的に正常である｡
2)歯の位思異常
前歯部の石生や上顎小臼歯の歯列弓狭窄,ある
いは上 ･下額小臼歯の捻転が認められた｡これら
は出現様式からディスクレパンシー型の歯の位置
異常と考えられる｡
3)歯列弓の形態
Cvは幅が広く,Cbは細長く,Cpは両者の中間
的形態である｡Cbは歯列に対して歯が大きく,歯
の捻転が強い｡Cvは上顎大臼歯部での歯列の湾
曲が強い｡
4)C-P,コンプレックスの種問昌
歯間空隙 :上顎の霊長空掛 ま祝祭した全個体に
みられるが､下顎の霊長空掛 まみられる個体が少
ない｡Cpは歯間空隙の出現部位が多く,しかも大
きい｡
P,の位旺:CbはP3が煩側に突出しており,Cp
はP3の捻転の皮合が小さい｡
5)ディスクレパンシーの種間差の総括
Cpでは歯を配列するのに充分な歯間空隙が歯
列に用意されている｡Cvでは白歯部の歯列長を
短くし,白歯部の歯列湾曲を強くして,校合の安
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